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研究開発と人材育成を効果的に組み合わせた
持続的・発展的な「健康・医療・福祉」システムの開発

地域イノベーション戦略

　長崎地域の強みである医療・福祉、機能性食品分野の「共同研究」「人材育成」機能を基盤に、
地域特性やポテンシャルを最大限に生かし県内の産学官金のリソースを効果的に活用するととも
に、医療・福祉ニーズを基とした産業創出に資する研究人材の集積や医学と工学双方のマインドを
理解できるＨＶ人材の育成に取り組むことなどにより、当該分野の研究成果の事業化を戦略的か
つ迅速に展開しうる体制を整え、地域イノベーションを継続的に創出する。

事業の内容

【全体計画及び成果】

　健康・医療・福祉分野の様々なステージでのニーズに対応で

きる新しい産業クラスターを形成し、医療・福祉機器、機能性食

品の開発を行い、持続的・発展的な地域イノベーション創出を

可能とする地域一体となった連携体制を構築します。

現在迄に、

①招聘研究者による研究開発は順調に進展し、試作・治験段階

　に至るテーマも出ています。

②特に人材育成についてはＰＢＬ方式の講座が奏功し顕著な進

　捗を見せており、目標とするハイブリッド人材・ＭＯＴ人材が

　順調に育成されています。

③コーディネータ活動も、招聘研究者の案件を中心に出口を見

　据えた県内外企業との連携を進め、事業連携・製品化に至る

　案件も出てきています。

④機器共用化は、企業への周知が着実に進み活用が増加してい

　ます。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成23年～27年度）

ながさき健康・医療・
福祉システム開発地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…長崎県商工会議所連合会、長崎県商工会連合会
　　長崎県中小企業団体中央会
学…長崎大学、長崎県立大学、長崎総合科学大学、
　　佐世保工業高等専門学校
官…長崎県、長崎県産業振興財団
金…十八銀行、親和銀行

　長崎は、西洋医学伝来の地であり、多くの事始めでも紹介される様に古来より

先進的な地域で、東アジアを始めとした海外文化との交流・交易の歴史や造船を

基盤とする物作り等の歴史、農水産物に恵まれた風土や豊富な産業人材等のポ

テンシャルを多く有している。これまで産学官金の力強い連携と推進により、具

体的な商品化・事業化への道が切り拓けてきた。その地域イノベーション実現に

向けて更に邁進していく。

略歴：三菱重工業にて発電・環
境プラント等のプロジェクトマ
ネージャーを歴任。新製品新技
術の開発・事業化に携わる。
現在長崎県産業振興財団技術統括

プロジェクトディレクター
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【実施する支援メニュー】
地域イノベーションの戦略の中核を担う研究者の集積
（実施機関：長崎大学）
　健康・医療・福祉ニーズを基とした新産業創出に向けた研
究開発。

地域イノベーション戦略支援実現のための人材育成プログラ
ムの開発･実施（実施機関：長崎県産業振興財団）
　新事業創出に必要な技術・知見を持つハイブリッドパワー
人材・ＭＯＴ人材の育成。
大学等の知のネットワークの構築
（実施機関：長崎県産業振興財団）　　
　地域連携コーディネータによる事業化の実現を目指した医
療・福祉機器、機能性食品の開発の支援。

地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化支援
（実施機関：長崎大学）　
　大学の機器データベースを整備し、機器の開放支援や共同
研究開発の促進。
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様々なプロジェクトディレクターの活動
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あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）

プロジェクトディレクター

阿 部 　 馨

　私は北海道の出身です。弘前大学理学部に
入学して以来、青森県に在住しています。プ
ロジェクトディレクターには、前事業で研究
統括を任ぜられ、事業運営も任されていた関
係で、就任しました。
 青森県の強みは高度な糖質研究者が多いこと
で、弘前大学の医学部に蓄積された知的財産
は世界的なものだと確信しております。糖質
研究者らにより、鮭由来プロテオグリカンの

素材化が達成され、多くの美容健康商品が発売されるに至りました。
 当事業は、我々が望むと望まざるとは関係なく、次のステップに明
らかに入りました。それは「プロテオグリカン医薬」及び「国際
化」などです。進度は恐ろしく早く、準備していた組織では対応困
難である場合もあり、組織変更が迫られています。
 しかし、広く連携し、県外の
素晴らしい賢者、企業の方、県
内の意欲的な関係者とともに現
時点の答えを求め、短時間に実
行するつもりです。地方にはそ
れが最良の手段だと考えるから
です。

知と医療機器創生宮城県エリア

プロジェクトディレクター

後 藤 順 一

　現在、「医工連携」は広く使われていますが、
20年以上前にその成果を実証するベット19床の
診療所が産学官金の連携により宮城県に設立さ
れたことを知る方は少ないでしょう。先駆的な取
組に地域の期待が寄せられたのですが、残念な
ことに、当初の目的である機能的電気刺激による
治療とは異なる事情で１０年後に閉鎖・撤退する
ことになり、宮城県における医療機器開発は大き
く立ち遅れてしまいました。地域企業さんも影響

を受け、医療機器製造参入には躊躇することとなりました。こうしたなか、
東日本大震災からの復興・再生・発展に向け、医療機器の継続的な創出
を目指す「知と医療機器創生宮城県エリア」のプロジェクトがスタートし
ました。３年目の平成２６年７月に企画した「みやぎ医療機器創生産学
官金連携フェア」には企業さんを中心とする５００名の参加があり、地域
の熱意に感激し、知のネット
ワークメンバー、地域コー
ディネータの地道な活動に感
謝です。これを忘れず、地域
創生を目指し、医療機器創生
拠点構築の礎を築いてゆき
たいと思います。

やまなし次世代環境・健康産業創出エリア

プロジェクトディレクター

清 水 義 富

　私は（公財）やまなし産業支援機構の職務の
一環としてプロジェクトディレクターを務めてい
ます。山梨県は、日本一の日照時間、豊富な水と
急峻な河川、豊かな森林を有し、太陽光、小水力、
バイオマスなどの自然エネルギーの宝庫であるこ
とから、地産エネルギーを活用した電力ネット
ワーク構成技術の開発と事業化に取り組んでい
ます。プロジェクトは研究開発でよくいわれる「魔
の川」、「死の谷」、「ダーウィンの海」の関門に対

し、事業化段階に進めるかどうかの関門である「死の谷」に直面してい
ます。事業化段階となると、それまでの開発段階と比べて資源投入の規
模は多大となり、関門克服の難しさを改めて痛感しています。そもそも
研究開発は、一つの技術で製品が完成するわけではなく、他にある技術
とも組み合わせ共に新たな努力を傾けようという価値観の共有が不可
欠です。そのために産学官金が連携して取り組んでいますが、従来の連
携の域を超えた「真の
連携」、「機能する連
携」に向けたネットワー
ク構築の正念場を迎え
ています。

くまもと有機エレクトロニクス連携エリア

プロジェクトディレクター

河 北 隆 生

　私は、熊本県産業技術センターで地域企業の
技術力強化等の支援に長年従事し、現在はくまも
と産業支援財団で、当プログラムのプロジェクト
ディレクターとして、将来が期待されている有機
エレクトロニクス関連の研究開発及びその普及、
そして人材育成等の事業を統括しています。
　ところで、当地域は「くまもと」地域と称しては
いますが、実際は北部九州を含む広域的な地域
を指しております。この地域の強みとして、半導体

関連等の製造・評価装置企業の集積、地域の大学等が持つ有機材料技
術の蓄積、さらには有機ＥＬデバイスの研究開発・製造等に携わる企業
の立地が挙げられます。
　特に私が力を入れているのが、招へい研究員の研究成果を多くの地
域企業へ移転すること、そして企業間の連携による事業化の二点です。
　困難な課題も数多くあります
が、私たち当プログラムに携わる
スタッフや関係機関が一丸と
なって、これら「事業化」に向けた
取り組みを今後も積極的に進め、
有機エレクトロニクスを“地域の
次世代リーディング産業”に育成
していきたいと考えています。


